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一
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国
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科
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指
導
者 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

 
単
元
名 
「
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
よ
う
～
お
す
す
め
の
本
を
紹
介
す
る
～
」 

一 

指
導
事
項 

 
 

第
一
学
年
「
Ａ
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
」 

 

ウ 

全
体
と
部
分
、
事
実
と
意
見
の
関
係
に
注
意
し
て
、
話
し
た
り
聞
き
取
っ
た
り
す
る
こ
と
。 

 

第
一
学
年
「
言
語
事
項
」 

 

エ 

話
や
文
章
の
中
の
段
落
の
役
割
や
文
や
文
と
の
接
続
関
係
な
ど
を
考
え
る
こ
と
。 

＊
新
学
習
指
導
要
領 

第
一
学
年
「
A
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
」 

（
１
）
イ 

全
体
と
部
分
、
事
実
と
意
見
と
の
関
係
に
注
意
し
て
話
を
構
成
し
、
相
手
の
反
応
を
踏
ま
え
な
が
ら
話
す
こ
と
。 

 

二 

単
元
の
評
価
規
準 

 

三 

単
元
に
つ
い
て 

○ 

本
単
元
の
指
導
事
項
と
し
て
、
第
一
学
年 

A
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と 

ウ
「
全
体
と
部
分
、
事
実
と
意
見
の
関
係
に

注
意
し
て
、
話
し
た
り
聞
き
取
っ
た
り
す
る
こ
と
」
、
言
語
事
項 

エ
「
話
や
文
章
の
中
の
段
落
の
役
割
や
文
や
文
と
の
接

続
関
係
な
ど
を
考
え
る
こ
と
」
が
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
本
単
元
は
、
ス
ピ
ー
チ
を
す
る
準
備
の
段
階
と
し
て
、
わ
か
り
や

す
い
ス
ピ
ー
チ
に
必
要
な
方
策
を
考
え
る
活
動
に
取
り
組
む
。
こ
の
活
動
を
通
し
て
、
全
体
の
構
成
や
事
実
と
意
見
の
関

係
に
注
意
し
た
ス
ピ
ー
チ
の
工
夫
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
考
え
る
。 

○ 

本
学
級
は
、
男
子
十
六
名
、
女
子
十
六
名
の
計
三
十
二
名
で
あ
る
。
活
気
に
あ
ふ
れ
、
意
欲
的
な
姿
勢
で
授
業
に
臨
ん

で
い
る
。
一
学
期
に
、
単
元
「
発
見
し
た
こ
と
を
伝
え
よ
う
」
で
、
小
学
校
六
年
生
を
想
定
し
、
中
学
校
生
活
の
良
い
点

を
伝
え
る
一
分
間
ス
ピ
ー
チ
を
行
っ
た
。
そ
の
と
き
目
指
し
た
の
は
、
話
題
の
材
料
を
集
め
整
理
す
る
こ
と
、
構
成
を
意

識
し
て
伝
え
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
事
実
だ
け
伝
え
る
な
ど
話
題
の
焦
点
が
絞
り
に
く
く
、
相
手
に
わ
か
り
や
す

く
伝
え
る
工
夫
が
で
き
な
か
っ
た
と
感
想
を
述
べ
た
生
徒
が
い
た
。
ま
た
、
本
校
で
は
二
学
期
よ
り
朝
読
書
の
時
間
が
設

け
ら
れ
、
読
書
に
親
し
む
環
境
が
整
い
つ
つ
あ
る
。
し
か
し
、
読
書
の
経
験
が
乏
し
く
、
ど
の
本
を
読
め
ば
い
い
の
か
分

か
ら
な
い
と
感
じ
て
い
る
生
徒
も
い
る
。
よ
っ
て
、
友
人
に
お
す
す
め
の
本
を
紹
介
す
る
本
単
元
を
設
定
す
る
こ
と
は
時

宜
に
か
な
っ
て
い
る
。 

○ 

本
単
元
で
は
、
わ
か
り
や
す
い
ス
ピ
ー
チ
を
す
る
た
め
に
、
文
章
の
構
成
や
話
し
方
の
工
夫
に
学
習
の
ね
ら
い
を
定
め

る
。
指
導
に
あ
た
っ
て
は
、
ま
ず
、「
お
す
す
め
の
本
を
紹
介
し
よ
う
」
と
い
う
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
情
報
を
集
め
る
。
次

に
、
構
成
を
意
識
し
て
ス
ピ
ー
チ
文
を
書
か
せ
る
。
そ
し
て
、
課
題
の
あ
る
ス
ピ
ー
チ
文
と
工
夫
さ
れ
た
ス
ピ
ー
チ
文
を

比
較
さ
せ
、
工
夫
点
に
つ
い
て
話
し
合
わ
せ
る
。
わ
か
り
や
す
い
ス
ピ
ー
チ
に
は
、
構
成
、
事
実
と
意
見
の
書
き
分
け
、

接
続
語
が
必
要
で
あ
る
と
気
づ
か
せ
、
自
分
の
ス
ピ
ー
チ
文
を
手
直
し
さ
せ
る
。
そ
の
後
、
ス
ピ
ー
チ
文
を
清
書
し
、
話

し
方
の
工
夫
を
メ
モ
さ
せ
る
。
最
後
に
、
ス
ピ
ー
チ
発
表
会
を
行
い
、
わ
か
り
や
す
い
本
の
紹
介
が
で
き
た
か
振
り
返
ら

せ
る
。 

 

聞
き
手
を
意
識
し
て
ス
ピ
ー
チ
を

工
夫
し
た
り
、
意
見
を
発
表
し
た
り
、

話
し
合
い
に
参
加
し
た
り
す
る
こ
と

が
で
き
る
。 

 

ア 

関
心
・
意
欲
・
態
度 

相
手
に
応
じ
て
、
全
体
の
構
成
や

事
実
と
意
見
と
の
関
係
に
注
意
し
た

ス
ピ
ー
チ
を
工
夫
す
る
こ
と
が
で
き

る
。 

イ 

話
す
・
聞
く
能
力 

内
容
に
適
し
た
段
落
構
成
や
接
続

語
、
語
句
を
用
い
、
相
手
に
問
い
か

け
る
文
な
ど
の
工
夫
を
す
る
こ
と
が

で
き
る
。 

ウ 

言
語
事
項 

  



四 単元の指導計画・評価計画（全６時間） 
 指導事項 第一学年「A話すこと・聞くこと」  ウ 全体と部分、事実と意見の関係に注意して、話したり聞き取ったりすること。 

          「言語事項」        エ 話や文章の中の段落の役割や文や文との接続関係などを考えること。 

単元の評価規準  ○聞き手を意識してスピーチを工夫したり、意見を発表したり、話し合いに参加したりすることができる。（関心・意欲・態度） 

○相手に応じて、全体の構成や事実と意見との関係に注意したスピーチを工夫することができる。（話す・聞く能力） 

○内容に適した段落構成や接続語、語句を用い、相手に問いかける文などの工夫をすることができる。（言語事項） 

配
時 

 
 
 
 
 
 
 

 

具体の評価規準 

（評価の方法） 

学習活動（言語活動） 指導上の留意点 （関心・意欲・態度） （話す・聞く、書く、読む、知識・知能・技能） 

おおむね満足できる状況【B】 十分満足できる状況【A】 

 

1 

 

 

話：本を紹介するスピーチにはどんな内

容が必要か具体的に述べることができ

る。〈ワークシート分析〉 

関：スピーチのテーマに必要な内容に対

して具体的な意見を発表している。〈発表

チェック〉 

１学習のねらいや流れを

確認する。 

２本を紹介するスピーチ

に必要な内容を考えさせ

る。 

 

○課題のあるスピーチを提示し、どんな内容が必要か

について考えさせる。 

○紹介する本や参考になる資料を持ってくるように伝

える。 

○おすすめする

本を紹介するた

めに必要な内容

をあげようとし

ている。 

・わかりにくい点や本を紹介するスピーチ

に必要な内容を挙げている。 

・具体的な内容を例示しながら、わかりづらい

点や本を紹介するスピーチに必要な内容を挙げ

ている。 

 

 

 

 

２ 

 

 

 

 

本 

 

時 

 

 

 

１ 

 

 

 

 

 

１ 

 

書：項目に応じて必要な情報や考えを書

き表すことができる。〈ワークシート分

析〉 

書：情報や考えをスピーチ原稿に取り入

れ、テーマに合ったスピーチ文を書いて

いる。〈スピーチ原稿分析〉 

 

話：スピーチ文の工夫点を見つけ、書き

出すことができる。〈様相チェック〉 

話：スピーチ文に工夫を加えることがで

きる。〈スピーチ原稿分析〉 

 

 

話：問いかける文など内容にあった話し

方の工夫をしている。〈スピーチ原稿〉 

 

 

 

 

話：わかりやすいスピーチをするために

は、伝え方の工夫が必要であることを理

解している。〈自己評価分析〉 

３取り上げる本の情報を

整理し、感想やおすすめす

る理由をまとめる。 

４ 「おすすめの本を紹介

する」というテーマで、ス

ピーチ文を書く。 

 

５スピーチ文を書くとき

に、気をつける項目を確認

する。 

６スピーチ文の工夫を発

表する。 

 

７スピーチ文を清書する。 

８スピーチの練習をする。 

 

 

 

 

９スピーチ発表会を行う。 

１０学習をふりかえり、ま

とめをする。 

○本のタイトル、作者、おすすめする理由、印象に残

った場面や文、どんな人にすすめたいか、感想を整理

させる。 

○「おすすめの本を紹介しよう」というテーマで、ス

ピーチ文を書かせる。 

 

 

○前時に書いたスピーチ原稿を一枚取り上げ、構成、

事実と意見の書き分け、接続詞など、どんなふうに工

夫されているかを見つけさせる。  

○班で意見を付箋紙に書き出し、画用紙に貼らせる。 

○自分のスピーチ文の課題を見つけ、原稿の手直しを

させる。 

○前時に手直ししたスピーチ文を清書させる。 

○内容にあった話し方の工夫を原稿に書き込み、スピ

ーチの練習をさせる。 

 

 

 

○工夫した点を意識させながら、スピーチ文を話した

り、聞いたりさせる。 

 

 

○おすすめの本

に必要な情報を

集め、自分の感想

を書こうとして

いる。 

 

 

○スピーチ文の

工夫点をみつけ

ようとしている。 

 

 

 

○スピーチの内

容にあった話し

方でスピーチを

しようとしてい

る。 

 

○理由を挙げて、

どの本に興味を

持ったか書き表

そうとしている。 

・おすすめの本を紹介するために必要な情

報や考えを入れて、構成を意識してスピー

チ文を書いている。 

 

  

 

 

・スピーチ文の工夫点に気づいている。 

 

 

 

 

 

・スピーチ文に話し方のメモを書き込んで

いる。 

 

 

 

 

・わかりやすいスピーチには構成、事実と

意見の書き分け、接続詞が必要であること

を理解している。 

・おすすめの本を紹介するために必要な情報や

考えを入れて、構成、事実と意見の書き分け、

接続詞を意識してスピーチ文を書いている。 

 

 

 

 

・スピーチ文の工夫点に気づき、付箋紙に書き

出すことができる。 

 

 

 

 

・スピーチ文に話し方のメモを書き込み、メモ

を反映したスピーチを練習している。 

 

 

 

 

・わかりやすいスピーチには構成、事実と意見

の書き分け、接続詞が必要であることを理解し、

日常生活につなげて考えている。 

 

 

☆Cの状況の生徒への手だて 

スピーチ文に必要な内容を記したヒントカード①を提示する。 

☆Ｃの状況の生徒への手だて 

ヒントカード②を提示し、スピーチ文に必要な情報や考えがあるか確認させる。 

 

☆Ｃの状況の生徒への手だて 

付箋紙に書き出した内容を理解しているかどうか個別指導する。 

 

☆Ｃの状況の生徒への手だて 

班員のスピーチを聞かせ、工夫できる点に気づかせる。 

☆Ｃの状況の生徒への手だて 

ヒントカードの中から、自分がした工夫を書かせる。 



五 

本
時 

平
成
二
十
二
年
十
月 

日
（ 

 

） 
 

校
時 

 
 
 

一
年 

組
教
室
（
４
／
６
） 

 

１ 

本
時
の
具
体
の
評
価
規
準
・
評
価
方
法 

 
 

ス
ピ
ー
チ
文
の
工
夫
点
を
見
つ
け
、
書
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
。（
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
分
析
） 

 
 

ス
ピ
ー
チ
文
に
工
夫
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
。（
ス
ピ
ー
チ
原
稿
） 

 

２ 

資
料
等 

 
 

①
黒
板
掲
示
資
料 

 

②
ワ
ー
ク
シ
ー
ト 

 

③
付
箋
紙 

 

④
画
用
紙 

 

⑤
ス
ピ
ー
チ
原
稿 

 

⑥
清
書
用
紙 

 

３ 

本
時
の
指
導
計
画
・
評
価
計
画 

導
入 

      

展
開 

                       

ま
と
め 

 

過
程 

一 

前
時
の
学
習
を
振
り
返
り
、
本
時
の
め

あ
て
を
確
認
す
る
。 

 

め
あ
て 

わ
か
り
や
す
い
ス
ピ
ー
チ
に
つ
い
て 

考
え
よ
う
。 

 

二 

課
題
の
あ
る
ス
ピ
ー
チ
文
（
教
師
作
） 

と
工
夫
さ
れ
た
ス
ピ
ー
チ
文
（
生
徒
作
） 

を
読
み
比
べ
、
工
夫
点
を
考
え
る
。 

        

三 

意
見
を
発
表
す
る
。 

       

四 

自
分
の
ス
ピ
ー
チ
文
の
課
題
を
見
つ
け
、

原
稿
の
手
直
し
を
す
る
。 

   

五 

本
時
の
ま
と
め
を
し
、
次
時
の
予
告
を

す
る
。 

学
習
活
動
・
内
容 

 

主
な
言
語
活
動 

 
○ 

本
時
の
め
あ
て
を
確
認
さ
せ
る
。 

      

○ 

二
つ
の
ス
ピ
ー
チ
文
を
比
較
で
き

る
よ
う
、
黒
板
に
並
べ
て
掲
示
す
る
。 

○ 

黒
板
に
掲
示
し
た
二
つ
の
ス
ピ
ー

チ
文
を
印
刷
し
た
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を

配
布
し
、
工
夫
点
を
指
摘
さ
せ
る
。 

○ 

班
で
話
し
合
い
な
が
ら
、
付
箋
紙

に
意
見
を
書
き
出
さ
せ
、
画
用
紙
に

貼
ら
せ
る
。 

○ 

気
づ
い
た
工
夫
点
は
ワ
ー
ク
シ
ー

ト
に
書
き
込
ま
せ
る
。 

 

○ 

班
で
検
討
し
た
意
見
を
全
体
に
発

表
さ
せ
る
。 

○ 

構
成
、
事
実
と
意
見
の
書
き
分
け
、

接
続
詞
に
気
づ
か
せ
る
た
め
に
、
生

徒
の
意
見
を
ま
と
め
な
が
ら
、
黒
板

上
の
ス
ピ
ー
チ
文
に
書
き
込
ま
せ

る
。 

 

○ 

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
見
な
が
ら
、
原

稿
を
手
直
し
す
る
よ
う
指
示
す
る
。 

○ 

書
き
込
み
が
終
わ
っ
た
生
徒
に

は
、
清
書
す
る
よ
う
指
示
を
す
る
。 

 

○ 

自
己
評
価
を
さ
せ
る
。 

  

指
導
上
の
留
意
点 

       
① 

 

② 

    

③ ④ 

          

⑤ 

 

⑥ 

  

② 資
料 

       

Ａ 

構
成
、
事
実
と
意
見
の
書
き
分

け
、
接
続
詞
な
ど
の
工
夫
点
を
付

箋
紙
に
書
き
出
す
こ
と
が
で
き

る
。 

 Ｂ 

ス
ピ
ー
チ
文
の
工
夫
点
に
気
づ

い
て
い
る
。 

 Ｃ 

付
箋
紙
に
書
き
出
し
た
内
容 

を
理
解
し
て
い
る
か
ど
う
か
個 

別
指
導
す
る
。 

          A
の
状
況
・
B
の
状
況 

C
の
状
況
の
生
徒
へ
の
手
だ
て 

一
斉 

      

班 

          

一
斉 

       

一
斉 

    

一
斉 

 

形
態 

５ 

      

１５ 

          
１０ 

       

１５ 

    

５ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

配
時 

(

分) 



わ
か
り
や
す
く
説
明
し
よ
う 

～
お
す
す
め
の
本
を
紹
介
す
る
～ 

 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

１
年 

 

組 
 

番 

氏
名 

ふ
た
つ
の
ス
ピ
ー
チ
文
を
読
み
く
ら
べ
、
Ａ
さ
ん
の
ス
ピ
ー
チ
文
の
よ
い
と
こ
ろ
を
考
え
よ
う
。 

 
Ａ
さ
ん
の
ス
ピ
ー
チ
文 

 

み
な
さ
ん
は
、
い
き
な
り
治
ら
な
い
病
気
に
な
っ
た
ら
ど
う
し
ま
す
か
。
こ
の
本
は
精
一

杯
生
き
よ
う
と
思
う
人
に
お
す
す
め
す
る
石
田
衣
良
の
「
美
丘
」
で
す
。 

 

こ
の
本
は
、
突
然
太
一
く
ん
と
い
う
男
の
前
に
現
れ
た
問
題
児
・
美
丘
と
の
ラ
ブ
ス
ト
ー

リ
ー
で
す
。
で
も
、
美
丘
は
治
ら
な
い
病
気
に
な
っ
て
い
て
、
そ
の
日
々
を
精
一
杯
生
き
よ

う
と
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
病
気
は
進
ん
で
い
く
一
方
で
す
。
美
丘
は
家
族
や
太
一
く

ん
や
友
だ
ち
に
、
「
あ
り
が
と
う
」
と
い
っ
て
亡
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。 

 

私
は
美
丘
が
病
気
と
一
生
懸
命
に
闘
い
生
き
て
い
る
こ
と
に
感
動
し
ま
し
た
。
だ
か
ら
、

く
じ
け
そ
う
に
な
っ
て
い
る
と
き
に
読
む
と
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。 

 

み
な
さ
ん
も
、
美
丘
の
姿
に
感
動
し
た
い
、
精
一
杯
生
き
て
み
よ
う
と
思
い
ま
せ
ん
か
。

こ
の
本
は
そ
れ
を
感
じ
る
お
す
す
め
の
本
で
す
。 

 

み
な
さ
ん
も
ぜ
ひ
、
読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。 

 

考
え
直
す
ス
ピ
ー
チ
文 

 

み
な
さ
ん
も
ぜ
ひ
、
読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。 

こ
の
本
は
、
突
然
太
一
く
ん
と
い
う
男
の
前
に
現
れ
た
問
題
児
・
美
丘
と
の
ラ
ブ
ス
ト
ー

リ
ー
で
す
。
美
丘
は
治
ら
な
い
病
気
に
な
っ
て
い
て
、
そ
の
日
々
を
精
一
杯
生
き
よ
う
と
し

て
い
ま
し
た
。
病
気
は
進
ん
で
い
く
一
方
で
す
。
美
丘
は
家
族
や
太
一
く
ん
や
友
だ
ち
に
、

「
あ
り
が
と
う
」
と
い
っ
て
亡
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。 

 

み
な
さ
ん
は
、
い
き
な
り
治
ら
な
い
病
気
に
な
っ
た
ら
ど
う
し
ま
す
か
。
こ
の
本
は
精
一

杯
生
き
よ
う
と
思
う
人
に
お
す
す
め
す
る
石
田
衣
良
の
「
美
丘
」
で
す
。 

 

☆
Ａ
さ
ん
の
ス
ピ
ー
チ
文
の
よ
い
と
こ
ろ
を
書
い
て
み
よ
う
。 

          

 
 

授業の最後に自己評価をしよう。（◎ ○ △） 
①スピーチ文のよいところを見つけることができた。 （  ） 

②班の中で積極的に意見を述べることができた。  （  ） 

③スピーチ文に必要な内容や工夫が分かった。   （  ） 

④工夫を生かして、自分のスピーチ文を手直しする 

ことができた。                 （  ） 

 

 



ヒ
ン
ト
カ
ー
ド 

  

ヒ
ン
ト
カ
ー
ド
① 

 

・
本
の
題
名 

 

・
作
者 

 

・
お
す
す
め
す
る
理
由 

 
 

   
 

 

ヒ
ン
ト
カ
ー
ド
② 

 

・
本
の
題
名 

 

・
作
者 

 

・
読
ん
だ
き
っ
か
け 

 

・
お
す
す
め
す
る
理
由 

 

・
印
象
の
残
っ
た
場
面 

 

・
感
想 

 

・
ど
ん
な
人
に
す
す
め
た
い
か 

    

ヒ
ン
ト
カ
ー
ド
③ 

 

・
強
く
読
む
と
こ
ろ 

 

・
ゆ
っ
く
り
読
む
と
こ
ろ 

 

・
間
の
取
り
方 

 

・
言
葉
の
調
子 

  



わ
か
り
や
す
く
説
明
し
よ
う
～
お
す
す
め
の
本
を
紹
介
す
る
～ 

 

自
己
評
価 

１
年 

 

組 
 

番 

氏
名 

☆
学
習
を
ふ
り
返
っ
て
、
自
己
評
価
を
し
よ
う
。 

（
Ａ 

よ
く
で
き
た 

 

Ｂ 

で
き
た 

 

Ｃ 

あ
ま
り
で
き
な
か
っ
た 

 

Ｄ 

で
き
な
か
っ
た
） 

 

☆
ス
ピ
ー
チ
を
聞
い
て
、
ど
の
本
を
「
読
ん
で
み
た
い
」
と
思
い
ま
し
た
か
。
そ
の
理
由
も
あ
わ
せ
て
書
い
て
み
よ
う
。 

       

☆
今
回
の
学
習
で
学
ん
だ
こ
と
を
書
い
て
み
よ
う
。 

       

☆
学
習
を
ふ
り
返
っ
て
、
感
想
を
書
い
て
み
よ
う
。 

７ ６ ５ ４ ３ １  

ス
ピ
ー
チ
を
聞
い
て
、
「
読
ん
で
み
た
い
」
と
興
味
が
わ
い
た
。 

わ
か
り
や
す
い
ス
ピ
ー
チ
の
工
夫
を
理
解
で
き
た
。 

班
で
の
活
動
で
、
積
極
的
に
意
見
を
交
換
し
、
自
分
の
ス
ピ
ー
チ
文
を
手
直
し
す
る
こ
と
が
で
き
た
。 

班
で
、
積
極
的
に
意
見
を
交
換
し
、
協
力
し
て
活
動
す
る
こ
と
が
で
き
た
。 

友
達
の
ス
ピ
ー
チ
文
の
よ
い
と
こ
ろ
を
、
ふ
せ
ん
紙
に
書
き
出
す
こ
と
が
で
き
た
。 

お
す
す
め
の
本
の
情
報
を
集
め
る
こ
と
が
で
き
た
。 

項 
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